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主体的・対話的な学びを
実現するために⼤切なこと

①児童の実態分析・⽬標設定

授
業
を
す
る
流
れ

②教材研究

③授業

④授業の振り返り
児童の分析・⽬標設定

• 児童の実態に適した⽬標を設定する。
簡単すぎる・難しすぎる⽬標では、児童はやる

気が出ない。努⼒すれば到達できるレベルの⽬標
設定をする。

• 活躍の場・つまずく場を想定する。
授業中や普段の児童の様⼦から、児童の反応や

つまずきやすいポイントを予想し、それに合わせ
た⽀援を⾏う。

• 児童と⼀緒に学ぶ姿勢をもつ。
教師の考えの答え合わせのような授業になって

しまわないためにも、教師が児童と⼀緒に探求す
る姿勢をもつ。

• 意欲を⾼める⾔葉かけをする。
上⼿くできたことは褒める、課題点はしっかり

伝えるなど、児童の学習意欲を⾼めるような⾔葉
かけを積極的に⾏う。

• 必要感を得られる発問をする。
児童が意欲的に問題に取り掛かれるように、既

習事項と⽐較してできないことが分かるようにし
たり、⽣活場⾯などとつなげて問題を考えたりし
て、必要感を得られるように⼯夫する。

• 学びを振り返る時間を⽤意する。
児童が授業を通して成⻑できたことを実感でき

ることが、学びへの意欲へとつながる。⾃分の成
⻑を実感できるような振り返りの視点を考えてお
く。

• ⾃分の授業について反省し、次の授業に⽣か
す。
「授業をして終わり」ではなく、授業のな
かで児童は主体的に学べていたか、対話的
に学べていたかを振り返り、良かった点や
悪かった点をまとめておく。そして、次の
授業に反省した内容を⽣かすことで、より
良い授業をつくっていく。

• ⽬標に沿った教材を選択する。
⽬標に合った教材を選択しなければ、授

業の本来の⽬的を外れていってしまう。そ
の教材で学べる事と学びにくいことを理解
して⽤いなければいけない。

• 他単元とのつながりや系統を意識する。
授業中や普段の児童の様⼦から、児童の

反応やつまずきやすいポイントを予想し、
それに合わせた⽀援を⾏う。
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理科における主体的・対話的で深い学びの
ための授業改善

カリキュラム・授業開発コース 2521403 佐々木健真

探究の過程の図
中学校学習指導要領(平成29年告示)解説理科編 p.9

主体的・対話的で深い学びの実現

模擬授業の実践を通して…

本時のゴールを明確に把握できる
学習課題の設定

既習事項と本時の学習の関連付け
問題意識を持てるようにする

学びを促すための問いかけや
助言、視点を与える


